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防災塾 実施報告書 

 

烏山総合支所地域振興課 

上北沢まちづくりセンター 

（１）実施日 令和６年１月２０日（土曜日）午前１０時～正午 

（２）場所  上北沢まちづくりセンター 地下活動フロア 

（３）参加人数 ２２人 

（４）テーマ 

   【サテライトを知ろう！ 震災時 避難所との関係と役割】 

（５）実施内容 

① 開会挨拶 

② 講義「サテライトを知ろう！ 震災時 避難所との関係と役割」 

   講師：世田谷ボランティア協会 横山 康博 氏 

③ 意見交換 避難所と災害ボランティアとの連携について 

 ・避難所毎にサテライト設置場所について意見交換を実施 

④ 閉会挨拶 

 

（６）成果物 

【サテライト設置候補場所】 

・上北沢小学校 

 

 

 

 

 

 

 

・八幡山小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１階 いちょうホール」 

案①「１階 クワイエットルーム」 

案②「１階 理科室正面の教室」 
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【講義の様子】 

【意見交換の様子】 

【意見交換内容発表】 
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日　付 令和6年1月20日

地　区 上北沢

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 6 5

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 4 2 4

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 3 2 2 4

②令和２年度 ③令和３年度 ④令和４年度

数 1 2 1

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 2 6 2

はじめて聞いた用語があったので、ちょっと戸惑った。

まだまだ十分とは言えないが、回を重ねていけばよいと思います

数 数

2 3

2 3

6 2

4

数 数

4 6

1 7

2 4

2

4

数 数

3 2

2 0

4

①知っていた ②知らなかった

数 4 4

数 数

5 2

0 2

4 3

①継続して参
加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 4 5 1

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

警察、消防の出席もあればと思う

サテライトについての予備知識がなかったため、話し合いの時、混乱が生じました。

サテライトを知ることができたのは良かったが、実際に現場でも混乱を招かないか心配な点がある。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工
夫や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から
広く意見がもらえる会合

⑨その他（
 
）

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

①令和元年度（平成３１年度）以前

6

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たち
でできる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化
された。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

0

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの
住民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できる
か体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

能登半島地震は起きた直後の今だからこそ、防災についての知識、実際の動きなどを広く周知する努力が必要だと感じた（ボランティアについて
も含めて）

避難所運営訓練だけではわからなかったことを知ることができたが、新しく知ったこと（共有した情報など）があったため意見交換までは充分に
できなかった。

＜その他＞トイレ問題

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的な
ルールづくりや担当決め

⑤全く知らない。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳
しい説明

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介
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              防災塾 実施報告書 

 

烏山総合支所地域振興課 

上祖師谷まちづくりセンター 

 

１ 実施日  

令和５年１２月９日（土曜日）午前１０時～１２時 

 

２ 場所   

粕谷区民センター 2 階多目的室 

 

３ 参加人数  

合計２９人 （内訳）参加者２１人、講師等２人、区職員６人 

   ＜参加団体＞ 

上祖師谷自治会、祖師谷橋自治会、成城通りパークウエスト自治会、粕谷会、

粕谷 2 丁目アパート自治会、成城消防団第三分団、成城消防団第七分団、 

民生委員・児童委員協議会、赤十字奉仕団上祖師谷分団、粕谷商誠会、 

上祖師谷あんしんすこやかセンター 

 

４ テーマ  

７２時間後の避難生活と共助について 

 

５ 実施内容 

 （１）開会挨拶（烏山総合支所地域振興課長 大谷 昇） 

      防災塾開催の経緯、趣旨説明等 

  

（２）令和５年度実績報告「上祖師谷地区避難所運営訓練について」 

     （上祖師谷まちづくりセンターまちづくり・防災担当係長 富永 純子） 

     ・烏山小学校、芦花小学校・芦花中学校は、今年度も避難所開設訓練と 

避難所体験＆防災フェスを実施し、多くの方に来場してもらった。 

     ・上祖師谷中学校は、生徒を避難者に見立てて、運営委員が生徒に教えな

がら開設訓練を行った。 

     ・その他、防災資機材の講習会や研修について報告。 

  

（３）講演「７２時間後の避難生活と共助について」 

    講師：せたがや防災ＮＰＯアクション代表 宮﨑 猛志  

 【講演内容（要旨）】 

 ●首都直下型地震を読み解く 

  ・直下型地震とプレート型地震で被害想定域が違うことで、支援の手が届くま 
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での時間が変わる。 

  ・「避難行動」と「避難生活」の違いを意識する。 

  ・被災直後は「公助」は及ばないため何より「自助」が大切。そして「自助」 

で生き残った人を「共助」で助けていく。 

 ●避難生活を考える 

  ・在宅避難では生活用水の確保が難しく、トイレ問題も重要。また、障害の 

   有無やアレルギー対策など個別事情による物品等の準備も必要。 

   ・在宅と避難所以外の避難方法の選択肢。 

   ・将来的には、元気な人は在宅避難で、障害等支援が必要な人は集中的にサポ

ートできるよう避難所でとなるかもしれない。 

 ●共助の形を考える 

  ・世田谷区の支援体制や、災害時ボランティア等連絡会議（四者連携）の紹介 

   ・困っている人がいても声があがっているという情報がないと、支援が一部に

偏ってしまう。支援が必要な人を見逃さないためにも、町会自治会、まちセ

ンや社協、あんすこ、ＮＰＯ等に情報を挙げてほしい。 

   ・在宅避難にも孤立や情報の偏りなどさまざまな課題がある。避難所は被災生

活者への物資や情報の支援拠点としてどう利用していくか。 

 

（４）意見交換 

  ・避難所ごとの３班に分かれて、「在宅避難支援を考える」をテーマに、在宅 

避難をする立場から「在宅避難の課題」、避難所で支援する側の立場から「避 

難所での在宅避難者対応」について、班内でそれぞれ意見を出し合った。 

  

（５）発表・講師コメント 

   ・地区内の避難所運営委員より、各班で出た意見をまとめて発表。 

  【Ａ班（烏山小学校避難所）からの意見】 

   ・余震が何度か発生した場合、在宅避難は続けられなくなる可能性がある。 

   ・発災の時期や時間、家庭の状況等によって備蓄内容は違う。どの程度、何を

準備したらいいのかわかりにくいので、もっとＰＲしてほしい。また、避難

所で物資や充電の支援を受けられることを知らない人も多い。 

・近隣の人の様子に気付くことが大切だが、普段の生活時間が違うため、近所 

でも知らない場合が多く、声をかけていいものか悩む。 

   ・避難所は人材不足で支援できることは限られてしまうのではないか。 

   ・他の避難所運営委員とも情報交換や課題等を話し合う場があるとよい。 

     

  【Ｂ班（上祖師谷中学校避難所）からの意見】 

   ・在宅避難中、小さい子ども関係の物資はどこで入手できるのか、必要な物資 

を上手に入手するにはどうすればいいのか。 

   ・普段飲んでいる薬の不足や歯痛など急な病気になった時がとても心配。 
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   ・避難所自体知らない人もいる。いろいろな避難所や避難方法等の周知、情報 

提供が必要。 

   ・困っている人の相談をどこにつないでいいのか、被災後の独居の高齢者への 

心身的ケアなどの課題がある。 

   ・避難所での物資配分の方法、外国人の避難者、ペットの受入れ、苦情など 

さまざまなケースに対応する必要がある。 

   

【Ｃ班（芦花小学校・芦花中学校避難所）からの意見】 

・近所付き合いがあまりないため独居の方が心配だが、高齢者等の要支援者が 

    見えていない。 

・在宅避難とした場合、備蓄が足りるのか、電気やトイレ等の使用可否、情報

収集の方法、集合住宅の高層階に居住の高齢者への物資が届けられるかとい

った不安がある。都営粕谷 2 丁目アパートなど、被災後住宅自体は住めても

エレベーターが利用できなければ、結局避難所生活になってしまうのではな

いか。また、エレベーターが使用できない時の高層階住民の安否確認、救助

等の役割を事前に決めておく必要がある。 

・道路状況にもよるが、避難所にちゃんと物資は届くのか。また、届いた後、

人手不足や避難所運営で手一杯で対応できるのか、また避難者に配給方法な

ど納得してもらえるかどうか。 

    

 【講師からのコメント】 

   ・避難所に限らず人手不足ということはどこでもあるが、ちゃんと助けてくれ

る「プレイヤー」としての人材はいる。避難所運営委員は「プレイヤー」に

なるのではなく、「マネージメント」をすることが大事。避難所では避難者

に開設方法や運営のやり方を教えて、運営をやってもらう方向に移行しつつ

ある。 

   ・今回の意見交換での意見は、全区的なものが多かったが、上祖師谷地区での

個別の課題等があれば、遠慮なく言ってほしい。 

    

 （６）閉会挨拶（上祖師谷まちづくりセンター所長 小林 隆広） 

   ・今年度も地区の「まちづくり」だけでなく、「防災」にもご協力いただいた。 

防災塾は、年１回地区の皆さんが集まるいい機会でもあるため、いただいた

意見は、発災時に活かせるようまちづくりセンターとしても取り組んでいく。

引き続き、地区の防災活動や避難所運営でご協力をお願いしたい。 
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【上祖師谷地区防災塾の様子 令和５年１２月９日（土曜日）】 

 

■講演                   ■意見交換 

 

 

■各班発表・講師からのコメント 
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日　付 令和5年12月9日

地　区 上祖師谷

１－２）ご自身について（年齢）

①男性 ②女性 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 18 4 2 2 9 9

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦 ⑦無職 ⑧その他

数

②令和3年度 ③令和4年度

数 15 17

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数

数 数

10 9

12 2

15 3

15

数 数

5 7

9 7

4 8

6

8

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　     ）

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

１－１）ご自身について（性別）

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

①令和元年度（平成３１年度）以前

9

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。 ⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論
⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介
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数 数

12 5

3 1

6

①知っていた ②知らなかった

数 11 10

数 数

9 4

9 7

7 8

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 12 7 1 1

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

・基本に戻って対応が必要。

・住民を集めての防災塾も必要ではないかと思う。

・平日は仕事、土日もいろいろイベントがあるため、防災塾の開催日は考慮してほしい。

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

⑤全く知らない。

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

・地域で活動しているさまざまな団体（グループ）の方たちに防災塾に参加してもらう。

＜その他＞・各避難所の連携、情報共有を行う会議

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

333



  

   

防災塾 実施報告書 

 

烏山総合支所地域振興課 

 烏山 まちづくりセンター 

 

（１）実施日 令和５年１１月２５日（土曜日）午後２時～４時３０分 

（２）場所  烏山中学校ランチルーム 

（３）参加人数 １５人 

（４）テーマ 

   ⅰ 共助で守る烏山の命 

（５）実施内容 

    ①開 会 

    ②挨 拶 

    ③防災塾について 

    ④講 義 

    ・震災時の避難形態について 

    ・在宅避難の提唱、必要条件について 

    ・在宅避難と共助について 

    ・個人的、組織的な共助について 

   ⑤個人ワーク 

    ・在宅避難の必要条件に関して、自身が不安なところ 

    ・在宅避難の注意点に関連して、自身が心配なところ 

    ・組織的な共助について 

   ⑥他地域の取り組み紹介 

   ⑦グループワーク 

    ・個人ワークを基に意見交換 

   ⑧発 表 

   ⑨質疑応答 

   ⑩講 評 

   ⑪閉 会   

（６）成果物 

①写真 
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②講義資料 
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日　付 令和5年11月25日

地　区 烏山

１－１）ご自身について（性別）

①男性 ②女性 ③未記入等

数 5 7 2

１－２）ご自身について（年齢）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上

数 1 2 3 3 2

①会社員 ②公務員 ③団体職員 ④自営業
⑤パート・
　アルバイト

⑥専業主婦
　（主夫）

⑦無職 ⑧その他

数 1 2 1 4 3 4 2

②令和２年度 ③令和３年度

数 0 0

①十分できている ②ややできている ③どちらとも言えない ④あまりできていない ⑤まったくできていない

数 3 9 1

数 数

3 7

2 7

8 3

10

数 数

9 3

4 6

2 5

7

6⑤課題と対策のアイデアに関する他地区の防災活動の事例紹介

⑥地区のいろんな方のアイデアが集まって、自分たちで
できる災害対策が講じられた。

⑤災害時の地域の課題が、地区住民の視点から具体化さ
れた。

①今までと同じく、ワークショップ形式のグループで議論

②課題や対策のテーマ別に関わる関係者だけがそれぞれ集
まって具体的に議論

④地域防災の考え方（住民の目線から課題と対策を検討す
る）を学ぶことができた。

③災害時に自らがとるべき避難行動を理解することができた。

⑥行政の防災担当者により防災対策の実態に関する詳し
い説明

防災塾アンケート用紙（とりまとめ）

4　上記の「3」の理由をご自由にご記入ください。

１－３）ご自身について（職業）

2　今まで参加した防災塾の開催年度について

1

①令和元年度（平成３１年度）以前

0

④防災まちあるきや安否確認訓練などの体を動かす体験

3　防災塾に参加して、地域防災について十分な意見交換や議論ができたと思いますか。

・もっと細かく話せると良い。・色々な立場の方からの意見が聞けて良かった。・時間が少なかった。

・限られた時間での話し合いだったので、まだまだ出てきそうだと思った。

5　防災塾に参加して学んだことや気づいたこと

6　今後の希望する「防災塾」の進め方について

②自分の地域でどの程度の被害が発生するかわかった。

①自分の地域でどのような災害が起こりうるかわかった。

⑦参加した地域のいろんな方と関係性が作られた。

⑦防災専門の先生や被災対応経験者を招いた防災の工夫
や事例に関する防災講演

③よりコアな少数のメンバーが集まって地区全体の課題と対
策をより具体的に議論

⑧地域の課題と対策について、いろんな地区住民から広
く意見がもらえる会合

⑨その他（同じ地区での問題点での見直し）
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数 数

3 4

4

1

①知っていた ②知らなかった

数 2 10

数 数

5 6

7 4

5 7

①継続して
参加したい

②都合がつけ
ば参加したい

③どちらとも
言えない

④あまり参加
したくない

⑤まったく参
加したくない

数 4 7 1

１1　「防災塾」のご感想や「災害対策や地区防災計画」に関するご意見・ご要望など、自由にご記入ください。

①地域の課題に対し、防災まちあるきを通じた危険個所や地
域資源の発見と整理

＜その他＞

１0　防災塾に継続して参加したいと思いますか。

②初期消火や要配慮者支援等の地域の課題別の防災マップ作成

④検討した対策の実現に向け、地区全体の具体的なルー
ルづくりや担当決め

⑤全く知らない。

⑤計画に記載している課題と対策に加え、より多くの住
民視点からの課題と対策の追加

③検討した対策の実現に向け、協力関係者への声がけと対策
方法に関する話し合い

⑥避難訓練、消火訓練等、災害時の対策が実現できるか
体を動かした検証（実践）

9　地区防災計画の今後の見直し・検証において、重点的に実施したいと思うこと

8　平成２９年3月より、地区防災計画を区HPに掲載していますが、ご存知ですか。

7　地区防災計画制度がつくられたが、本制度の内容はご存知ですか。

①地区防災計画作成のガイドラインを読んだことがある。 ④言葉は聴いたことがあるが詳しくは知らない。

②他所の地区で作成された地区防災計画を読んだことがある。

③防災塾で説明を聴いたことがあり、ある程度は知っている。

・貴重な話を聞けて良かった。年代によって問題点も違うことがわかり自分で何ができるかの再考につながりました。より具体的な内容を学ぶ機会があれば

良いと思う。若い世代への広報の必要性を強く感じました。・共助の大切さが良く分かりました。自助の方法ももっと知りたかったので、調べてみます。

在宅避難できる様に見直していきたいです。・とても参考になりました。・グループワークは良い。１人でも理解者を増やすのに良い。

・参加してみると大切なことだ分かるので、もっと色々な人に参加してもらった方が良い。・防災塾に参加させていただいて防災に関する意識が高まりま
した

・自助、限定された共助には限界があるので、行政としてどうやって効果的な情報提供ができるか前向きにご検討願いたい。

・とても大切なことを学べる機会なのでもっとたくさんの住民の方が参加できると良いと思います。

・他の地区のアイデア、話を聞けてよかったですが、なかなか解決できない事もあり、まだまだ心配事もありそうです。皆さんの意見を聞けて知らない事も

知れて良かったです。・共助≒在宅避難について学ぶこと、考えることができました。
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